
Ⅰ編 3 章 設計状況 
質問 回答 備考 

○衝撃の影響を含めた活荷重の作用効果 

橋の耐荷性能の照査にあたって、衝撃の影響を含めた活荷

重の作用効果の算出式を示して欲しい。 
 

 
衝撃の影響は、式（解 3.3.1）のとおり扱います。 
なお、P56 の「そのため，衝撃係数に活荷重係数が乗じられるこ

とのないよう，活荷重に対して自動車の同時載荷状態などの不確実

性を考慮した荷重組合せ係数や荷重係数を見込んだ後に，その動的

な増幅分である衝撃の影響との合計を算出する。」という文章は、

活荷重に関する荷重組みあわせ係数や荷重係数を衝撃係数 iに乗じ

てしまうと、活荷重に関する荷重組みあわせ係数や荷重係数が二度

乗じられてしまうことが誤りになることを意味しています。 
（(γpL×γqL×L)×(γpL×γqL× i)とするのが誤り） 

 

道示Ⅰ p.56～58 

3.3(2)(3)の解説 

（H30.2.28 公表） 

  



Ⅰ編 5 章 橋の耐荷性能の照査 
質問 回答 備考 

○衝撃の影響を含めた活荷重の作用効果 

 表-3.3.1 に規定される作用の組合せ⑫の偶発作用支配状

況における照査にあたっては，限界状態１と２のいずれを

超えないことを照査すればよいのか。また，限界状態と工

学的指標の制限値はどのように関連付ければよいのか。 

 
Ⅰ共通編 5.2(2)にて，橋の耐荷性能の照査を部材等の耐荷性能の

照査で代表させる場合には，偶発作用支配状況においては部材等の

状態がその限界状態１又は２を超えないこと並びに限界状態３を

超えないことを照査することが標準と規定されています。したがっ

て，表-3.3.1 に規定される作用の組合せ⑫の偶発作用支配状況にお

いて橋の限界状態１と２のいずれを超えないことを照査するかは

個別に関連付ける必要があります。 
 また，作用の組合せ⑫の偶発作用支配状況における照査につい

て，Ⅱ鋼橋・鋼部材編 3.5(8)，Ⅲコンクリート橋・コンクリート部

材編 3.5(8)，Ⅳ下部構造編 3.5(7)では，衝突荷重を含む作用の組合

せを考慮して工学的指標と限界状態を関連づける場合には適切に

工学的指標の特性値又は制限値を設定することが規定されていま

すが，具体的な設定方法は示されていません。したがって，作用の

組合せ⑫の偶発作用支配状況における照査にあたって，工学的指標

の制限値と限界状態を関連付ける場合には，橋の限界状態を代表さ

せることができるように個別に判断して設定する必要があります。

 

道示Ⅰ p.72～73 

5.2(2)の解説 

（H30.3.31 公表） 

 
  



Ⅰ編 8 章 作用の特性値 
質問 回答 備考 

○活荷重載荷時の風荷重 

活荷重載荷時の風荷重の取り扱いが解説されていないが、

どのように考慮するのか？  
 

 
活荷重載荷時の風荷重を考慮するにあたっては、8.17 に規定され

る活荷重無載荷時と同じ風荷重の特性値を用いて、これに荷重組合

せ係数と荷重係数を乗じた風荷重を橋に載荷します。 

 

道示Ⅰ p.137～143 

8.17(4)(5)の解説 

（H30.2.7 公表） 

 
 


